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平 成 ２ ９ 年 ２ 月 １ ３ 日 (月 ) 佐 賀 市 内 の

「グランデはがくれ」において、当連合会第

５９回通常総会並びに第５９回土地改良事業

功 労 者 表 彰 式 を 開 催 し ま し た 。 当 日 は 中 倉

政 義 佐 賀 県 議 会 議 長 を は じ め 、 山 内 勝 彦

九州農政局地方参事官、御厨秀樹 佐賀県農林

水産部長ほか多数の来賓を迎え、江里口秀次

副会長(小城市長)の開会挨拶、塚部芳和会長

(伊万里市長)の主催者挨拶で開会しました。

ま た 、 議 事 に 先 立 ち 土 地 改 良 事 業 功 労 者

表 彰 が 行 わ れ 、 永 年 土 地 改 良 に 携 わ り 尽 力

された三日月土地改良区 合瀬健一 理事長、

三養基西部土地改良区 石橋隆義 副理事長、

佐賀東部土地改良区 古川敬次郎 理事、伊万

里 市 土 地 改 良 区 春 田 義 春 前 理 事 、 鹿 島 市

土地改良 区 池 田好春 理事 ５ 名の 功労 者へ

塚部会長から表彰状及び記念品が授与されま

した。

第５9回通常総会開催
～水と大地と人のかけ橋～

第59回通常総会並びに第59回土地改良事業功労者表彰式を開催

（塚部芳和会長の挨拶）

（塚部会長と功労者表彰受賞者）
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総会 は 議長 に芦 刈 町 土地 改 良 区 平 野泰 造

理 事 長 が 選 任 さ れ 議 事 に 入 り 、 第 １ 号 議 案

から第７号議案まで慎重審議の結果、全議案

とも原案どおり承認可決され審議が終了しま

した。

最後に、農業・農村の維持並びに本県農業

農村整備事業のより一層の推進を図るため、

決議文を佐賀東部土地改良区 野中敏宏 事務

局長が力強く朗読上程し、満場の拍手により

採択決定され、田島健一 副会長(白石町長)の

閉会挨拶で一切を終了しました。

（議長を務める芦刈町土地改良区 平野理事長）
（決議文を朗読上程する佐賀東部土地改良区 野中事務局長）

（閉会の挨拶 田島副会長）
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平 成 29年 度 当 初 予 算 に つ い て は 農 業 農 村

整備事業、農山漁村地域整備交付金 (農業農

村整備分)、農地耕作条件改善事業を合わせ、

関 係 予 算 と し て は 4 , 0 2 0億 円 を 計 上 さ れ て

おり 、 平 成 28年 度 第 2次 補正 予 算 で は 1, 7 5 2

億円を計上され、当初と補正を合計した額は

5, 7 7 2億 円 と 予 算 の 大 幅 削 減 さ れ た 平 成 2 1

年度並みに回復したことになりました。

こ れ は 、 農 業 農 村 整 備 事 業 推 進 協 議 会 が

県をはじめ、県選出国会議員等へ要請を行い、

その内容に耳を傾けていただき、尽力された

結果だと考えています。

一 方 で 補 正 予 算 に つ い て は 単 年 度 限 り の

不 安 定 な も の で あ る こ と か ら 、 今 後 は こ の

補 正 予 算 分 が 本 予 算 枠 に 取 り 組 ま れ る よ う

多 方 面 か ら 要 請 し 、 早 期 に 実 現 す る 努 力 が

必要と考えているところです。

さ ら に は 、 今 回 の 土 地 改 良 法 の 一 部 改 正

により、今後の農業農村整備の在り方を変え

る大きな動きになると考えています。

この大きな動きに対し、水土里ネットとして

敏感に反応し対応できるようにならなければ

いけないと感じております。

役 職 氏 名 区 域 範 囲 備 考

理事１１名

会 長 塚 部 芳 和 西松浦 伊万里市・西松浦郡 伊万里市長､伊万里市土地改良区理事長

副会長 江 里 口 秀 次 小 城 多久市・小城市 小城市長

副会長 田 島 健 一 杵 島 武雄市・杵島郡 白石町長、白石土地改良区理事長

専務理事 副 島 孝 文 - 員 外 学識経験者

理 事 秀 島 敏 行 佐 賀 佐 賀 市 佐賀市長､佐賀土地改良区理事長

理 事 江 口 善 己 佐 賀 佐 賀 市 川副町土地改良区理事長

理 事 松 本 茂 幸 神 埼 神埼市・神埼郡 神埼市長

理 事 末 安 伸 之 三養基 鳥栖市・三養基郡 みやき町長

理 事 峰 達 郎 東松浦 唐津市・東松浦郡 唐津市長､上場土地改良区理事長

理 事 谷 口 太 一 郎 藤 津 鹿島市・嬉野市・藤津郡 嬉野市長

理 事 水 川 一 哉 杵 島 武雄市・杵島郡 大町町長

監事３名

総括監事 岸 本 英 雄 全 県 玄海町長

監 事 岩 島 正 昭 全 県 太良町長

監 事 合 瀬 健 一 全 県 三日月土地改良区理事長

水土里ネットさがの役員紹介

本会理事２名の退任に伴い、役員の補欠選任を行いました。

佐賀区域の後任には川副町土地改良区 江口善己 理事長が、東松浦

区域の後任には唐津市 峰達郎 市長が本会理事に承認されました。

なお、任期は平成３２年３月末となっております。

平成29年度農業農村整備事業関係予算

28年度
予算額

29年度
概算決定額
A

(28年度第2次補正追加額)

補正額
B

A+ B

農業農村整備事業
2, 962

-

3, 084

(104. 1%)

1, 580

-

4, 664

(157. 4%)

農山漁村地域整備交付金
(農業農村整備分）

735

-

701

(95. 3%)

-

-

701

(95. 3%)

農地耕作条件改善事業
(非公共）

123

-

236

(192. 0%)

172

-

408

(332. 1%)

計
3, 820

-

4, 020

(105. 2%)

1, 752

-

5, 772

(151. 1%)

※1.計数は四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがあります。

2.下段()書きは28年度予算額との比率です。

3.28年度第2次補正額はTPP関連対策を含みます。

（ 単位： 億円）
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水土里ネットさがの体制

担当部署 業務内容 協議会・委員会

総

務

部

総務企画課

総会、諸会議に関する事項
役員、会員及び渉外に関する事項
建議、要請、請願等企画立案に関する事項
一般賦課金、特別賦課金に関する事項
財務会計に関する事項
職員に関する事項
農家負担金軽減支援対策事業に関する事項

佐賀県農業農村整備事業推進協議会

佐賀県農家負担金軽減支援対策事業審査委員会

換地用地課

換地事務に関する事項
用地買収等に伴う登記申請等に関する事項
受益農地管理強化推進事業に関する事項
土地改良法律相談に関する事項
土地改良区運営指導に関する事項
会報、情報の提供に関する事項
賦課金計算システムに関する事項
水土里情報利活用に関する事項
確定測量に係る指導、援助に関する事項

佐賀県受益農地管理強化推進委員会

佐賀県土地改良区対策委員会

佐賀県水土里情報利活用推進協議会

事

業

部

農村整備課

土地改良事業の指導、援助等に関する事項
農業農村整備事業に係る調査・設計等に関する事項
会員の研修並びに技術向上対策に関する事項
技術支援に係る情報の収集及び企画立案に関する事項
小水力等再生可能エネルギーに関する事項
農業集落排水事業に係る調査、設計に関する事項
農業集落排水事業に係る施工監理に関する事項
建築事務所における建築物の設計、施工監理に関する事項

佐賀県小水力等発電推進協議会

施設管理課

土地改良施設維持管理適正化事業に関する事項
基幹水利施設ストックマネジメント事業に関する事項
地域農業水利施設ストックマネジメント事業に関する事項
管理運営体制強化推進事業に関する事項
排水施設の保守点検に関する事項
農道台帳管理業務に関する事項

佐賀県管理運営体制強化委員会

平成29年 4月1日現在

換地用地課長

農村整備課長

総務企画課長

施設管理課長
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全国水土里ネット表彰式が開催されました

（全国水土里ネット 二階会長の挨拶）

平成２９年３月２４日、東京都のシェーン

バ ッ ハ ・ サ ボ ー に お い て 全 国 水 土 里 ネ ッ ト

表 彰 式 が 開 催 さ れ ま し た 。 表 彰 式 に は 山 本

農林水産大臣をはじめ、多くの来賓が訪れる

中、全国各地から受賞者、関係者約６００人

が参集し執り行われました。

表彰式では全国水土里ネット 二階会長の

主催者挨拶に続き、山本農林水産大臣、進藤

都道府県水土里ネット会長会議顧問より祝辞

をいただきました。

本 県 か ら は 全 土 連 会 長 表 彰 の 金 賞 を 白 石

土地改良区が受賞、銅賞を晴田土地改良区が

受賞されました。

（進藤都道府県水土里ネット会長会議顧問の挨拶） （全土連会長表彰金賞 白石土地改良区）

中島 和哉
な か し ま か ず や

事業部 施設管理課

はじめまして。4月から施設管理課に配属と

なりました中島和哉です。

私の出身地の山内町は、黒髪山にちなんだ

黒シリーズという四季折々の黒い野菜がある

所です。高校は、佐賀農業高校で三年間土木の

勉強に励み、二年生のとき「測量士補」を取得

することができました。

社会人になり、あっという間に一か月が経っ

たように感じます。

今はまだ未熟で、学ぶことの毎日ですが、

一日でも早く仕事を覚え、地域の方々のために

貢献できるように精一杯頑張っていきたいと思

います。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしく

お願いいたします。

佐藤 凌弥
さ と う り ょ う や

事業部 農村整備課

はじめまして。この度、4月から農村整備課

に配属になりました佐藤凌弥です。

私 は 佐 賀 県 の 端 に あ る 太 良 町 大 浦 か ら

佐賀市まで通勤していますが、正直なところ

遠いです…(苦笑)。

本年度、学生から社会人になりましたが、

まだまだ自分一人では次にすることが分から

なかったり、失敗したり、間違うこともあり

ますが経験を積み重ねて先輩に指導を受けて

力を身に付けたいと思います。

今は未熟者ですが、これから先輩方に追い

つけるように頑張りますので、ご指導ご鞭撻

のほどよろしくお願いします。

水土里ネットさが 新規採用職員の紹介
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平成２９年２月２８日、第１９３回国会に

提出された「土地改良法等の一部を改正する

法律案」は、同日閣議決定され、５月１９日

の 参 議 院 本 会 議 に お い て 賛 成 多 数 で 可 決 、

本法案は成立しました。なお、５月２６日が

公布日とされるので施行日は公布日から６か

月後の本年１１月となる見込みです。

（法案の趣旨）

本法律案は、最近における農業・農村をめ

ぐる状況の変化に鑑み、農用地の利用の集積

その他農業生産の基盤の整備を促進するため、

農地中間管理機構が賃借権等を取得した農用

地を対象とする申請によらない土地改良事業

及び農業用用排水施設の耐震化を目的とした

申請によらない土地改良事業を創設する等の

措置を講じようとするものです。

（法案の背景）

○高齢化の進行に伴い、農地中間管理機構へ

の 貸 付 け は 増 加 す る 見 込 で す 。 そ の 際 、

基盤整備が行われていない農地は、担い手

が借り受けないおそれがあります。

一方、機構に貸し付けた所有者は基盤整備

のための費用を負担する用意はなく、結果

として、担い手への農地の集積・集約化が

進まなくなる可能性があります。

○ 国 ・ 地 方 公 共 団 体 の 判 断 に よ る 、 用 排 水

施 設 の 耐 震 化 事 業 が 求 め ら れ て い る 中 、

施設の突発事故が年々増加しています。

以上のことから、

農用地の利用集積の促進、防災・減災対策

の 強 化 等 に 資 す る よ う 、 土 地 改 良 制 度 の

仕組みを見直すことが必要としています。

土地改良法の一部改正について
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